
 

令和６年度 第７期第３回 練馬区地域包括支援センター運営協議会 会議要録 

１ 日時 令和７年１月 24日（金）午後６時 30分～午後８時 00分 

２ 場所 練馬区役所本庁舎５階 庁議室 

３ 出席者 （委員 17名） 

宮崎牧子委員長、星川茂喜委員、木幡和枝委員、吉田壯二委員、藤野貴志委員、内田敦

子委員、生田剛史委員、栗原雄治委員、後藤正臣委員、柳沢ゆかり委員、千葉三和子委

員、笹川浩利委員、杉浦康委員、山添友恵委員、鵜浦乃里子委員、青木伸吾委員、佐藤

美香委員 

（事務局 12名） 

高齢施策担当部長、高齢社会対策課長、高齢者支援課長、介護保険課長、光が丘総合福

祉事務所長、ほか高齢者支援課・介護保険課職員７名 

４ 傍聴者 ２名 

５ 議題 

 

 

 

１ 地域包括支援センターの移転および街かどケアカフェの開設について 

…資料１、資料１参考資料 

２ 地域包括支援センターの運営委託事業者候補の選定結果について    …資料２ 

３ 地域密着型サービス事業者の公募について（非公開） 

４ その他 

６ 配付資料 令和６年度 第７期第３回 練馬区地域包括ケア推進協議会 次第 

委員名簿 

（資料１） 地域包括支援センターの移転および街かどケアカフェの開設について 

（資料１参考資料） 委員からの地域包括支援センターに係る提案について 

（資料２） 地域包括支援センターの運営委託事業者候補の選定結果について 

（参考資料） 練馬の介護保険状況について（12月分） 

７ 所管課 

 

 

(練馬区地域包括支援センターに関すること) 

 高齢施策担当部 高齢者支援課 地域包括支援係 

 ℡：03－5984－1187(直通) 

Ｅメール：KOUREISYASIEN02@city.nerima.tokyo.jp 

(練馬区地域密着型サービスに関すること) 

 高齢施策担当部 介護保険課 事業者指定係 

 ℡：03－5984－1461(直通) 

 Ｅメール：KAIGO15@city.nerima.tokyo.jp  
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令和６年度 

第７期第３回地域包括ケア推進協議会 

（令和７年１月24日（金）: 午後６時30分～午後８時00分） 

 

 

○委員長 

 これより令和６年度第７期第３回練馬区地域包括ケア推進協議会を開催します。 

 最初に事務局から、委員の出席状況、傍聴者の状況の報告および配付資料について確認

します。 

 

○事務局  

【委員の出欠・傍聴者の報告、配付資料の確認】 

 

○委員 

案件１、地域包括支援センターの移転および街かどケアカフェの開設について、高齢者

支援課長から説明をお願いします。 

 

○高齢者支援課長  

 【資料１について説明】 

 

○委員長  

案件１について、ご質問・ご意見はありますか。 

 

○委員 

地域包括支援センターの移転について、私は関町地域に在住しており、区民センター内

への移転は非常に利用しやすい場所だと感じています。 

 移転はどういう基準で決めているのか、また、関区民センターは私もよく利用しますが、

スペース的に地域包括支援センターが入る余裕があるのか、２点教えてください。 

 

○高齢者支援課長 

 地域包括支援センターをより身近な場所で相談できる場所にしていくため、近隣の区立

施設等への移転を計画、実施しています。関町地域包括支援センターは、関区民センター

１階の区民サロン（展示場）の場所に移します。 

 地域包括支援センターの設置の基準については、高齢者人口６千人に対して１か所配置

されるような基準を設けて設置しています。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 
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○委員 

敬老館が街かどケアカフェに機能転換するということは、今後、敬老館は無くなってい

くのでしょうか。また、街かどケアカフェは飲み物が一部有料で自由に飲めたり、自由に

出入りできる点が評判です。今後、他の街かどケアカフェができた際も、このようなサー

ビスがあるのでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

 敬老館は、これから街かどケアカフェへ機能転換していく計画です。 

 街かどケアカフェでは、コーヒーは有料ですがお水やお茶などは無料で飲むことができ

るので、気軽にお立ち寄りいただき、ひと息ついていただければと思っております。 

 また、街かどケアカフェは、夏はクールスポットとして水分補給ができる場となってお

り、高齢者のみならず多世代交流ができるような場所として発展させています。 

 

○委員長 

この案件について、委員からご意見をいただいています。資料のご提供もありますので、

説明をお願いします。 

 

○委員 

本日はこのような説明の機会をいただきありがとうございます。 

 資料１参考資料をご覧ください。この協議会でも何度かお話ししましたが、地域包括支

援センターは場所がわかりづらく探すのに苦労したり、入るのに勇気がいるようなところ

があります。そこで、区内の地域包括支援センターを12か所ほど見て回り現状をまとめま

したので説明します。 

まず、光が丘地域包括支援センターは区民センター内にあるので分かりやすい立地では

ありますが、地域包括支援センターと総合福祉事務所が２階の一番奥に配置されており、

建物入り口の表示を含め分かりづらいです。また、地域包括支援センターに向けた矢印が

２階の廊下に表示されています。地域包括支援センターに行こうと思う人には分かりやす

いですが、地域包括支援センターが何であるかこれを見ただけでは分かりません。入り口

近くまで行くと「医療と介護の相談窓口」という小さな案内表示がある程度です。 

 光が丘南地域包括支援センターは、建物の外側に大きな表示があって分かりやすいと思

いました。近隣に都営住宅の案内の看板があるので、それぐらい大きく表示したほうが良

いとも思います。 

また、田柄地域包括支援センターも、建物外側に案内表示があり目立つのですが、建物

入り口には表示がなく、入るには勇気がいると感じました。練馬高松園、北町地域包括支

援センターもほとんど同じで、建物外側に多少表示はあるものの大きな表示は無いという

のが現状です。 

 第３育秀苑地域包括支援センターは、立地も少しわかりづらいうえに、門の看板に小さ

く「地域包括支援センター」と書いてあるだけです。 

北町はるのひ地域包括支援センターは街かどケアカフェもあり、きれいで素晴らしいと

思うのですが、建物外側の案内表示はもう少し目立つと良いと感じました。 
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 大泉学園通り地域包括支援センターは今年度移転したばかりですが、入り口が大泉学園

通りに面していないにもかかわらず、大泉学園通りから入り口がわかるような案内が無く、

探すのに苦労すると感じます。 

 桜台地域包括支援センターは、建物外側に大きな看板が出ていて、入り口にも街かどケ

アカフェの案内衝立が立っていて良いなと思います。ただ、写真を撮った日だけかもしれ

ませんが、街かどケアカフェののぼりが建物の中に入ってしまっており、もったいないと

思います。 

 最後に、練馬地域包括支援センターです。練馬デイサービスと併設で、建物外側に地域

包括支援センターの看板は小さくあるものの、建物入り口には表示がなく、デイサービス

センターだけ施設に見えて分かりにくいと感じます。 

 これらの施設を回って気づいたのですが、案内表示に「医療と介護の相談窓口」の記載

がある場合とない場合があったり、看板の大きさや色も統一性がありません。「地域包括

支援センター」の記載だけでなく「医療と介護の相談窓口」を大きく併記した方が良いの

ではないでしょうか。そもそも、案内表示が無かったり小さかったりと非常に分かりにく

いですし、建物の入り口も分かりにくく、物理的にも精神的にも入るハードルが高いです。 

 また、担当地域と地域包括支援センターの立地が離れていることもありますが、練馬ゆ

めの木地域包括支援センターは今回の移転で担当地域が整理され良かったです。 

 「地域包括支援センター」という名称については、分かりにくいので何か愛称があった

方が良いと思います。練馬区も以前は「高齢者相談センター」であり、「地域包括支援セ

ンター」に統一させた経緯があるということで、また名称を変えるのは難しいのかもしれ

ませんが、「医療と介護の相談窓口」という表示を併記することが必要かと思います。 

 最後に、練馬区の相談窓口であることを明確にするため、「練馬区 介護の窓口（地域

包括支援センター）」という表示はいかがでしょうか。案内板は表示を大きくして統一し、

地域包括支援センターの近隣に多数設置すると良いのではないでしょうか。 

また、地域包括支援センターの立地の参考として、砂町銀座商店街の中に「北砂長寿サ

ポートセンター」という江東区の地域包括センターの写真を掲載しています。商店街の空

き店舗を活用したのかもしれませんが、高齢者が日常的に立ち寄る商店街の中に設置され

ており、参考になるのではないかと思いました。 

 

○高齢者支援課長 

このたびは、12か所ほど実際に足を運んでいただいて、区民の目線で地域包括支援セン

ターへのご提案をいただき、真にありがとうございます。 

区としても、地域の方が気軽に身近なところで相談ができるように、地域包括支援セン

ターを区立施設などに移転していくとともに、地域包括支援センターの認知度向上のため、

動画の配信やリーフレットを用いた説明などに取り組んでいるところです。さらなる認知

度向上のために、これからも取り組んでいかなければならない課題だと考えています。 

 先ほど委員からお話がありましたように、地域包括支援センターの名称については、

元々あった「高齢者相談センター」が国でいうところの「地域包括支援センター」とつな

がりにくいという区民の方のご意見もあり、平成30年度に「地域包括支援センター」に名

称を変更しました。その際も、この協議会にお諮りし決定したという経緯があります。 
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地域包括支援センターの案内表示については、区民の方にとって分かりやすく、入りや

すいと思っていただく必要があると考えていますので、検討してまいります。 

 来年度からは、第10期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定する年にな

ります。その中でも、地域包括支援センターの認知度のさらなる向上に向けた取組は必要

になってくると思います。様々な立場の委員からご意見をいただき、今後の計画に生かし

ていきたいと考えておりますので、今後も皆様からご意見をいただけるような機会を設け

ていきたいと思っております。 

 

○委員長 

 この件について、地域包括支援センターのセンター長である委員からご意見をいただけ

ますでしょうか。 

 

○委員 

委員からお話いただきましたように、地域包括支援センターは馴染みが薄く、入るのに

勇気がいるといった点は、まさしく我々も課題と捉えています。入りやすく相談しやすい

施設とするため、地域との関係づくりに関わっていく生活支援コーディネーターが今年度

配置され、地域包括支援センターの周知活動を強化しているところです。認知度向上のた

めの取組は現在もやっていないわけではないですが、今後も継続していきたいと思います。

貴重なご意見をありがとうございました。 

 

○委員 

今回はあくまで外観だけを見ただけの意見です。私の経験では、地域包括支援センター

で働いていらっしゃる方は、相談をすれば丁寧にご対応いただいていると感じています。

これからもよろしくお願いします。 

 

○委員長 

今までの福祉行政は、区民の方が窓口に相談に来るということが中心でしたが、地域包

括支援センターは、来所された方の相談を受けることはもちろん、自ら自転車に乗ってそ

の地域に入って活動されています。相談がなくても気軽に地域包括支援センターに足を運

んでいただくのは大歓迎だと思います。多くの人が地域包括支援センターを身近に感じて

いただくことがとても大切だと思っています。どうぞ遠慮しないで覗いてください。委員

からも地域包括支援センターの職員にお伝えいただければと思います。 

 地域包括支援センターの認知度向上についても、区ももちろん取り組んでいくというこ

とですので、また何かありましたら委員の皆様からもご意見をよろしくお願いします。 

案件２に移ります。地域包括支援センターの運営委託事業者候補の選定結果について、

高齢者支援課長から説明をお願いします。 

 

○高齢者支援課長  

 【資料２について説明】 
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○委員長  

案件２について、ご質問・ご意見はありますか。 

 

○委員 

 高野台西地域包括支援センターについて、今回選定された社会福祉法人安心会は、練馬

区内で特別養護老人ホームを運営しているかと思いますが、地域包括支援センターの運営

実績はあるのですか。 

 

○高齢者支援課長 

社会福祉法人安心会は、他区で地域包括支援センターの運営実績があります。また、高

野台西地域包括支援センターが併設する高野台デイサービスも受託している事業者です。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

○委員 

地域包括支援センターを運営する社会福祉法人がいくつかあると思いますが、これらの

所属と管理はどのようになっているのでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

 地域包括支援センターは、高齢者支援課が取りまとめており、複数の社会福祉法人等に

区内の全27か所の地域包括支援センターの運営を委託しています。 

 

○委員 

練馬区の高齢者を担当しているセクションの出先機関が地域包括支援センターというこ

とですね。そこから、地域包括支援センターの業務をさらに委託している法人が、今回ご

報告いただいた法人ということですか。 

 

○高齢者支援課長 

地域包括支援センターが行う総合相談等の業務を、今回報告した３社を含めた社会福祉

法人等に区が委託しています。 

 

○委員 

区が委託する事業者は、社会福祉法人という組織でないといけないということですか。 

 

○高齢者支援課長 

社会福祉法人のほか医療法人など、地域包括支援センターの委託事業者として応募でき

る法人の資格を区が指定し、募集をかけました。 
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○委員 

応募時に社会福祉法人でない団体でも、地域包括支援センターの受託者として選定され

れば社会福祉法人としての法人格を与えるということでしょうか。それとも、最初から社

会福祉法人の法人格を有している団体を募集しているということでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

地域包括支援センターの委託事業者の募集をかける際に、既に社会福祉法人等という法

人格を持っていないと応募できないという要件を規定しています。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

○委員 

中村橋包括支援センターの社会福祉法人奉優会は、中村かしわ地域包括支援センターも

受託していると思いますが、豊玉地域包括支援センターは別の事業者ですよね。 

中村かしわ地域包括支援センターが新設され、豊玉地域包括支援センターから一部移行

した際の引継ぎは、同じ事業者同士で行った方がスムーズだったと思うのですが、これは

審査の結果、別の事業者に委託することになったのでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

地域包括支援センターの委託事業者は、センターごとに募集し決定しています。 

ただし、豊玉地域包括支援センターは、併設のデイサービスセンターを運営する事業者

に委託したため、公募での選定は行いませんでした。 

 

○委員 

事業者が変わる場合でも、引継ぎがきちんと行われていれば問題ないということはわか

るのですが、これまで一生懸命運営してきて地域に慣れている事業者に、最高５年ではな

くもっと延長して委託しても良いのではないかと思います。特定の事業者との癒着などを

懸念して、最高５年という上限を設けているのでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

 契約を最高５年継続できるというのは区の規定に基づくものですが、５年経過後の公募

の際に再度応募することを妨げるものではありません。中村橋と大泉地域包括支援センタ

ーは、現在の委託事業者が再度応募して選定されたものです。 

 事業者が変わる場合や新規施設の場合は、区民の皆様や関係事業者に迷惑のかからない

ように引継ぎを行うため、委託開始の１か月前から準備委託期間を設けます。きちんと顔

を合わせて丁寧に引継ぎを行います。 
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○委員 

 事業者ごとの考え方が異なるため、事業者が変わると事業計画を立てるのも難しいので

はないでしょうか。同一事業者が継続することが効率的なのではないかと思い質問させて

いただきました。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

○委員 

先ほどの案件に戻りますが、全地域包括支援センターが街かどケアカフェを併設する年

度の期限はあるのでしょうか。 

 

○高齢者支援課長 

 地域包括支援センターの全てに街かどケアカフェを併設するという計画ではございませ

ん。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

○委員 

練馬区のホームページを見ていたら、お知らせ一覧の中に「地域包括支援センター運営

業務委託の契約優先候補事業者が決定しました」というページを見つけました。この「契

約優先候補事業者」の決定というのはどのような意味なのでしょうか。また、この事業者

を選んだポイントや、何社から応募があったのか教えていただければと思います。 

 

○高齢者支援課長 

 資料の表題にもありますように、今回は「運営委託事業者候補」の決定であり、現在は

この候補事業者と契約締結に向けて協議を進めている段階です。契約締結をもって「契約

の決定」となります。 

 また、選定経過については、契約締結までは非公開とされています。応募事業者数など

現時点ではお答えすることができませんので、ご了承ください。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

 

○委員 

選定した法人について、定期的に内部統制監査のようなものは行っているのですか。 

 

○高齢者支援課長 

 次年度の契約を更新するに当たって、毎年、モニタリングを庁内の合議で行っています。
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その際に契約に基づき問題なく履行されているのかなどチェックしています。 

 

○委員長 

そのほか、いかがでしょうか。 

（なし） 

 

○委員長  

案件３は非公開となるため、傍聴者の移動に配慮し、最後に取り扱うこととします。 

その他の案件について、参考資料１の説明を、介護保険課長にお願いします。 

 

○介護保険課長 

 【参考資料１の説明】 

 

○委員長  

案件３に移ります。本件は、練馬区の「区長の管理する情報の公表および提供ならびに

附属機関等の会議の公開に関する事務取扱要綱」で定めた「会議の公開の原則」の除外事

項、「法人に関する情報であって、公にすることにより、当該法人等の権利、競争上の地

位その他正当な利益を害すると認められるもの」に該当するため、非公開とします。その

ため、傍聴者については会議室からのご退室をお願いします。 

（傍聴者退室） 

 応募した法人を地域密着型サービス事業者として選定するか否かは、区が法人選定委員

会を開き判断します。その際、本日の協議内容を参考としますので、応募内容についてご

意見があれば、積極的にご発言をお願いします。資料３については、協議会終了後に回収

します。 

（案件３の説明、意見聴取） 

 

○委員長 

 案件３を終了します。 

最後に、事務局から次回の会議日程等について説明をお願いします。 

 

○事務局 

 【次回開催日程等について説明】 

 

○委員 

最後に、全体を通しての提案なのですが、今日の協議会で出た委員の方による事前調査

やご意見というのは、私たち介護事業所の運営者にとっても大変勉強になり、貴重な機会

と思って聞かせていただきました。 

 地域包括支援センターは社会福祉法人等に運営を委託していますが、現場の方とは別に

法人本部に地域包括の部門を束ねる上級職の方々がいて、事業者選定の際などは前面に立

ってプレゼンテーションをされていると理解しています。 
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 この協議会は、そういった法人本部の方に聞いていただく機会が重要ではないかと感じ

ます。私ども介護事業所も地域包括支援センターを支援させていただく役割を担うことが

必要だと理解していますので、ぜひ、地域包括支援センターを束ねる法人の上級職の方に

この場にお越しいただき、ここで出る様々な意見を聞いていただいたり、我々と顔を合わ

せる機会があれば良いのではないかと提案します。 

 

○高齢者支援課長 

 この協議会は、地域包括支援センターの運営に関することを協議する場として公表され

ているものです。この場にいるだけではなく、ここで何か議論されているかということも

地域包括支援センターに伝えていくことはできますので、今後検討いたします。ご意見あ

りがとうございます。 

 

○委員長 

 これをもって、本日の練馬区地域包括ケア推進協議会を閉会します。 

 

閉会 


